
～クリーンセンター建設には、皆さんのご理解とご協力が必要です～
　クリーンセンターは、みなさんの日常生活に欠くことのできない施設です。
　今月号では、昨年度取りまとめをした施設基本計画について、概要をお
知らせします。

■新クリーンセンター建設の背景・必要性
　現在、本市の燃やすごみ処理は、相楽郡西部塵埃処理組合の打越台環境センターおよび民間事業者で焼却処
理しています。打越台環境センターは、稼働から 31 年が経過し、施設の老朽化が相当進んでいます。また、
関西文化学術研究都市の宅地開発による人口増に伴うごみ量の増加などにより、打越台環境センターだけでは
処理しきれない状況にあります。このことから、本市および精華町の燃やすごみを処理するため、1 日も早い
クリーンセンターの建設・稼働が課題となっています。

■余熱利用
　新クリーンセンターは、ごみの焼却により発生する熱エネルギーを活用するエネルギー回収施設として位置
付けています。ごみの燃焼により発生した熱エネルギーは、通常、温水発生器または廃熱ボイラが用いられます。
現在の燃やすごみなどの成分から試算すると、ごみ焼却熱を利用した自家発電設備を設けることで、新クリー
ンセンター施設で必要な電力をまかなうことが可能です。
　今後、自家発電設備の設置と場外の熱供給などについて、更に検討をおこない、余熱の利用方法を定めてい
くこととしています。

■環境学習・啓発機能
（1）見学学習機能の配慮点
・焼却処理が実感できる見学コースや空間の確保。
・ユニバーサルデザインに基づく安全性や視認性に配慮した見学ルートの確保
（2）ロケーションを活用した環境学習機能の検討
・新クリーンセンター周囲の里山などの自然環境を意識し、ごみの減量・処理と自然環境との関わりについて学
　習できるよう、ロケーションを活かした環境学習の拠点としての活用策を検討します。

新クリーンセンター建設に係る生活環境影響調査計画書縦覧結果
　6月 16 日までまち美化推進課にて縦覧に供した生活環境影響調査計画書について、縦覧者数は次のとおりで
した。
　縦覧者数：18人

クリーンセンター建設に向け、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

■施設整備の基本方針
　新クリーンセンターの整備に際しては、ライフサイクルコストが縮減された施設となるよう、経済性に配慮
するとともに、次の事項を整備基本方針とします。
（1）

（2）

（3）

・安全性や危機管理および環境保全に配慮
・循環型社会を実践するエネルギープラントとしての機能の確保

・環境に関する各種の情報を発信する機能などの確保

・災害時の地域支援の拠点として活用できるよう配慮

安心・安全・安定した施設の性能確保

環境学習の学びの場等の確保

災害時における地域支援機能の確保

　家庭や個人の所有地内などで発生したハチや害虫などは、市では駆除できませんので、次の専門業者に相
談ください。ハチに刺されると、体質によってはアレルギー反応によるショック症状をおこす方もいます。
事故防止のためにも専門業者に駆除をお願いしてください。
　なお、公園や街路樹など公共施設のハチの巣駆除は、それぞれの施設管理者へ連絡ください。
●害虫 110 番
京都府ペストコントロール協会
☎075-752-8071（受付：月～金曜の午前 10時～午後 5時）
Ｆax 075-752-8072
●蜂防護服の貸し出し制度
　市では、ミツバチなどの駆除に使用する蜂防護服の貸し出しをおこなっていますので、着用して市販の噴
射式殺虫スプレーなどで駆除してください。
　ただし、この蜂防護服を着用されての事故などについては、市では一切の責任を負えませんので、あらか
じめご了承願います。

防除の方法
　上記の生息しそうな場所に普段から注意し、クモの巣があれば棒切れなどで　払って、巣を作らないよう
にしてください。見つけたら、クモ、卵ともに市販の殺虫剤をかけるか、靴で踏みつぶしてください。
咬まれたときの症状と処置
　咬まれた直後は軽い痛みを感じる程度ですが、次第に痛みが増し、咬まれた腕や足に広がります。万一咬
まれたら、水で洗うなど清潔にし、できるだけ早く病院で治療を受けることが大切です。できれば病院に咬
まれたクモを持参ください。適切な治療につながります。

ハチの駆除は専門業者へ

　蚊は、ちょっとした水たまりがあれば、場所を問わずどこでも産卵する特徴をもっています。産卵場所や
幼虫である「ボウフラ」は、水がなければ生きていけませんので、発生源となるバケツの水や庭先の水たま
りを可能な限りなくせば、ある程度発生を抑えることができます。この機会に、自宅にボウフラがいないか
次の場所などを点検してみてください。

蚊の発生防止方法

　このクモは近年国内の広範囲に分布生息しており、市内でも一般家庭などの排水溝やグレーチングの裏側、
エアコン室外機の裏側などに営巣している可能性があります。毒を持っていますが、性質はおとなしく、攻
撃性のないクモですので、屋外で巣の上に座ったり、素手で触らない限りかまれることはありません

セアカゴケグモにご注意を

　木津川市は、多くの緑豊かな自然に包まれたまちです。自然はみなさんの心に潤いや、疲れた心を癒して
くれる素晴らしい宝物です。自然は、けっして私たち人間だけのものではありません。自然界には、さまざ
まな動物や植物なども同時に暮らしており、野生の中で厳しく生きぬいています。
また、ヘビや蜂などは、むやみに近づくと自分の身や巣を守るため、「毒」などで、人に危害を与えるものも
多くいます。
　しかし、それらの動植物が共に暮らしているのが自然界であり、生態系を構成して、豊かな自然を支えて
いる大切な仲間です。
　私たちが快適に暮らすには、これらの仲間を駆除する必要がありますが、できる限り薬品に頼らない、環
境に配慮した手法での駆除をお願いします。

環境に配慮した駆除を

問合せ

発生場所
植木鉢の受け皿
雨どい・Ｕ字溝

ボウフラ対策
長期間、水を溜めておかない。
落ち葉などがたまらないようにする。定期的に点検・清掃する。

空き缶・空きビン 雨のあたらない場所に片付け、水が溜まらないようにする。
バケツ・ジョウロなど 裏返して、雨水が溜まらないようにする。
古タイヤ 中に水が溜まらないようにする。
雨水ます ふたの下に、目の細かい網を敷いて、産卵できないようにする。
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